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Ⅰ．はじめに
がんの 3大治療には手術療法・化学療法・放射線
治療がある。その中でも放射線治療は機器の進歩が
めざましく、局所治療が可能であり、治療に伴う身
体への侵襲は少ない。そのため全身への有害事象は
少なく、また臓器の形態と機能を温存できることか
ら、患者の QOLを高く保持できるという特徴があ
り、放射線治療を外来通院で受ける患者は増加して
いる。そのため、患者の生活や社会的背景を理解
し、治療に伴う有害事象の出現を最小限に抑えなが
ら治療が継続できるよう援助することが必要であ
る。そこで、外来通院で行われている肺定位照射と
乳房温存術後照射のクリニカルパスの作成を試みた
ので報告する。

Ⅱ．目的
現在、A病院では放射線治療開始時に治療回数が

わかるように治療カレンダーを作成、治療開始時・
終了時にはパンフレットを用いて看護師がオリエン
テーションを行っている。しかし、患者からは治療
中に「どのようなことに気を付けたらいいのか」「い
つ頃から症状がでるのか」など不安の声が聞かれた。
患者が自分の受ける治療について理解することは

必要なことであり、通院患者の場合、看護師は有害
事象の対応ができるよう支援できるよう関わってい
くことが必要となってくる。
そこで、患者家族の治療参画を図ること、看護ケ
アの統一を図ることを目的として外来通院で行われ
ている肺定位照射と乳房温存術後照射のクリニカル
パスの作成を試みた。

Ⅲ．研究方法
現在、治療カレンダーとパンフレットが独立して
いるため、治療回数・放射線量・治療経過に伴う身
体症状とその対応の方法などが一目でわかるよう、
またタイムリーにセルフケア支援が行えるよう情報
を一元化し、持ち運びができることを考え大きさを
A5サイズとした。また、患者指導に必要な情報と
して、乳房温存術後照射の患者用には照射部位のス
キンケアのセルフケアについて・セクシュアリティ
についての内容を盛り込み作成した。

Ⅳ．倫理的配慮
香川大学医学部附属病院看護部倫理委員会の承認
を得ている。

香川大学医学部附属病院　Kagawa University Hospital 投稿受付日 2014年 10月 22日
（大崎敬恵 連絡先：rsm99380@nifty.com） 投稿受理日 2015年  1月 23日
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Ⅴ．結果
治療カレンダーとパンフレットの 2つのツールを
使用しているため、治療経過と治療上必要な情報が
一目でわかるよう一元化したものが必要と考え、ク
リニカルパスを作成した。
乳房温存術後照射は 2枚のクリニカルパスとパン
フレット 1枚と治療カレンダー、肺定位照射はクリ
ニカルパス 1枚と治療カレンダーをそれぞれ 1冊の
冊子にすることにした。

1． 乳房温存術後照射クリニカルパス　
1）　  1枚目には治療回数と日付とともに 1回の放射
線量（Gy）を記入できるようにし、治療経過
に伴い出現する症状（身体症状、皮膚症状、呼
吸器症状、消化器症状）と注意することについ
て組み込んだ（表 1）。

2）　  2枚目には治療終了後に出現する症状について
注意すること（身体症状、皮膚症状、呼吸器症
状、消化器症状）を記載した。また、患者が自
分自身の身体の変化で気になることや聞きたい
こと・毎日通院しているけれどなかなか口に出
して聞けないことなど自由に記載してもらうよ
うスペースを設けた（表 2）。

3）　  3枚目には放射線治療による皮膚障害について

治療後・治療終了後に注意してもらうこと、治
療開始後の下着の選択について具体的に例を挙
げるなどしてわかりやすく記述した。また、疾
患の特性としてセクシュアリティについても記
載した（表 3）。

2． 治療カレンダー
毎日患者に持参してもらい、シールを貼ってい
る。増えているシールの数を見ながら「あと半分、
頑張ろう」等終了するまでの回数を楽しみにしてい
る患者が多く、そのことが治療に対するモチベー
ションの維持につながっているように思われる。そ
のため、治療カレンダーは継続することとして、ク
リニカルパスと一緒に冊子に組み込んだ。

3． 肺定位照射クリニカルパス
治療経過に伴い出現する症状（身体症状、皮膚症
状、呼吸器症状、消化器症状）と注意事項が一目で
わかるよう一元化した。また、治療カレンダーも一
緒に冊子にした（表 4）。

Ⅵ．考察
放射線治療の対象となる患者は様々な部位のがん
であり病期も異なり、また治療目的も様々である。

表 1．乳房温存術後照射クリニカルパス（1）
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そのため、患者や家族が抱える不安や悩み、治療に
よって生じた身体の変化や放射線治療そのものに対
する不安など様々である。放射線治療担当看護師

は、患者にとって身近な存在であり、毎日通院して
くる患者の表情や身体の変化に注意を払うことも必
要である。

表 2．乳房温存術後照射クリニカルパス（2）

表 3．乳房温存術後照射クリニカルパス（3）
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有害事象は照射部位・照射回数・放射線量によっ
て異なるが、予防的なケアを行うことにより症状の
悪化を防ぐことができる。そのため、看護師は専門
的な知識を持って患者や家族のセルフケア能力をア
セスメントし、主体的に取り組んでもらえるよう指
導を行うことが必要と考える。
蒲生 1）は「クリニカルパス導入のメリットは①
医療の効率化と質の向上、②患者満足度の向上、③
チーム医療の推進の 3つに集約され、すなわちこれ
がクリニカルパス作成の目的となる」と述べてい
る。また、藤本 2）は「クリニカルパスは患者が治
療の全体像を理解しやすく、観察項目や患者が行う
べきセルフケアが明記されていることからも心身の
準備がしやすい」と述べている。
クリニカルパスを導入することで治療計画に積極
的な患者・家族の参画を図る一つのきっかけとな
り、治療に対する患者のモチベーションの維持がで
き、安心して治療が受けられることを期待できると
考える。さらには、クリニカルパスを使用すること
により、看護師の看護ケアの統一化とチーム医療と
して質の高い医療の提供、また看護師の教育ツール

として活用できると考える。

Ⅶ．結論
今回 2種類の外来通院患者用クリニカルパスの作
成を試みた。患者が適切に有害事象のセルフケアに
対応しながら QOLを保ち、社会生活での役割を果
たしながら、治療を遂行できるよう支援していくこ
とは重要と考える。また、治療経過に応じた看護介
入ができるよう、看護ケアの統一を図り、業務の標
準化と効率化による看護ケアの実施が安全な医療の
提供につながると考える。
まだクリニカルパスの導入までには至っていない
が、今後導入し、活用していくことにより、業務の
標準化と効率化が図れるよう修正を重ねていきたい
と考える。

研究助成
本研究はどの機関からも研究助成を受けていない。

利益相反
本研究における利益相反は存在しない。

表 4．肺定位照射クリニカルパス
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